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CQG スプレッダー 

 

CQG スプレッダーは複数レッグの注文・インターマーケット・取引所間取引を作成・管理・取引をさせる

CQG のソリューションです。 

 

CQG スプレッダーでは以下ご提供をしています。 

➢ 最大限の機能を誇り高性能かつ独自のアルゴリズムにて発注できるスプレッドレッグ、とその管理。 

➢ 取引所にコロケーションされたスプレッドサーバーを持ち、マイクロ秒レベルにて注文を執行。 

➢ 世界中どこからでも超低遅延の注文執行サービス 

➢ 先入れ先出し（FIFO）の注文待機管理をサーバにて行い、注文がバッティングすることなく確実に

執行。 

 

他以下の対応ができます。 

➢ 複数口座での取引により、複数銘柄と複数顧客の対応が便利に。 

➢ ４０個のレッグを使用したスプレッド設定と１０個のレッグまでアクティブに価格表示 

➢ レッグの比率、倍率、レッグリスクの設定 

➢ 各レッグ注文への優先化 

➢ 色分けをにより板上にてわかりやすくスプレッドと各レッグを表示 

➢ アウトライトの取引 

➢ Globex オプションのスプレッドも可能 

 

このドキュメントについて 

 

このガイドでは CQG スプレッダーについて説明をしています。CQG IC の基本的な使い方を理解した方が

対照となっており、スプレッダー取引の情報のみ記載しています。 

この資料のイメージや画像はあくまでもサンプルとして、システムの動きはあくまでもデモとしてご理解く

ださい。実際の取引と異なる可能性がございます。 

この資料は英語版 http://www.cqg.com/Docs/CQGSpreaderUserGuideTrader.pdf をベースに翻訳され、内容

が異なった場合には英語版が優先されます。 

 

関連資料 

CQG IC トレーディングユーザーガイド (http://www.cqg.com/Docs/Trading_UG_JP.pdf) 

CQG 取引可能シンボルリスト (www.cqg.com/Docs/Symbols.pdf) 

CQG における取引所取引可能なスプレッド(http://www.cqg.com/Docs/ExchangeTradedStrategies.pdf) 

 

http://www.cqg.com/Docs/CQGSpreaderUserGuideTrader.pdf


 

5 

CQG Spreader for Traders 

まずはじめに 

 

CQG ICのアップグレードについて 

お使いの CQGIC が最新版ではない場合は、下記リンクを参照し最新のバージョンにアップグレードしてく

ださい。 

http://www.cqg-jp.com/sites/default/files/files/CQGICInstallationGuide.pdf 

 

取引所へのメッセージ数の緩和 

効率的なメッセージングプログラムが CME により紹介されました。そのためスプレッダーご使用のお客様

にて、CQG スプレッダーにおけるメッセージング設定のカスタマイズ方法につき、ご興味ございましたら下

記リンクをご参考ください。 

 

Setting Messaging Parameters よりそれぞれのパラメータの設定のご紹介をしています。 

 

CME のメッセージングプログラム： 

http://www.cmegroup.com/globex/files/CMEMessagingProgram.pdf 

CME のベンチマーク比率について：  

http://www.cmegroup.com/globex/files/benchmarks.pdf 

 

  

http://www.cqg-jp.com/sites/default/files/files/CQGICInstallationGuide.pdf
http://www.cmegroup.com/globex/files/benchmarks.pdf
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プレオープン時の重要な注意 

CQG では、プレオープン時におけるスプレッド取引はリスクが高いため推奨しておりません。 

プレオープン時の取引は未成立注文の発生・望ましくない価格での約定が起こりうることに留意してくださ

い。以下のようなシナリオが考えられます。 

➢ マーケット開始と同時に両方のレッグの気配がすぐに全約定してしまう状況である場合、たとえ片

方のレッグ銘柄のみが開場した場合でも当該レッグは約定してしまいます。 

➢ 取引所によってはプレオープンの規定によりレッグ注文の訂正・キャンセルができない場合があり

ます。 

プレオープン時の発注を検討されている場合には、CQG のサポートにご連絡ください。 

 

複数口座を使用しての発注 

複数の口座を使用して取引する場合、どのように口座の変更が他の取引ウィンドウに影響するか理解するこ

とが重要になります。 

スプレッドとその各レッグ銘柄を表示 - 例えば板画面にてスプレッド（大証日経 225（JNK）－ SGX 日経

225（ZNA））を表示していたとします。 

➢ JNK－ZNA のスプレッド板にて口座を変えると、スプレッド板上の Legs ボタンにより表示した各

レッグ板（JNK と ZNA）の口座も変わってしまいます。 

➢ ただし、レッグ板（JNK）の口座を変えても、スプレッド JNK－ZNA と ZNA のレッグの口座は変

わりません。 

 

 

シンセティック（合成）スプレッドの建て玉計算 

シンセティックスプレッドの未決済建玉は最大の注文枚数として計算されます。その枚数はスプレッドレッ

グ銘柄の未決済建玉の枚数と同じ数値になるように計算されています。 

全てのレッグ銘柄はスプレッドに計算するとレッグ自身とスプレッド自身の双方にて未決済建玉を持つこと

になります。 

発注枚数と同数の未決済建玉があり、スプレッド銘柄にてアグリゲーションされたレッグがない限り、未決

済建玉はスプレッド注文により決済されます。 

建玉計算例 

DOWN = 端数切捨て  

UP = 端数切り上げ 

MATH = 四捨五入 
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A: 買10枚, B: 売10枚  

SPREAD(A-B,,,1:3.5,,,DOWN)  

DOWN(3*3.5) = 10 枚 

未決済建玉:スプレッド 買3枚 

 

SPREAD(A-B,,,1:3.5,,,UP)  

UP(3*3.5) = 11枚 

未決済建玉:スプレッド 買2枚 

 

SPREAD(A-B,,,1:3.5,,,MATH)  

MATH(3*3.5) = 11枚 

未決済建玉: スプレッド買2枚 

 

A: 買10枚, B: 売1枚 

SPREAD(A-B,,,1:0.25,,,DOWN)  

DOWN(7*0.25) = 1枚 

DOWN(8*0.25) = 2枚 

未決済建玉: スプレッド買7枚 

 

SPREAD(A-B,,,1:0.25,,,UP)  

UP(4*0.25) = 1枚 

UP(5*0.25) = 2枚 

未決済建玉: スプレッド買 4 枚 

 

SPREAD(A-B,,,1:0.25,,,MATH)  

MATH(5*0.25) = 1枚 

MATH(6*0.25) = 2枚 

未決済建玉: スプレッド買5 枚 

 

A: 買10枚, B: 建玉なし  

SPREAD(A-B,,,1:0.25)  

未決済建玉: 建玉なし   

 

注文執行によるスプレッド建玉の計算も参照してください。 
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発注画面でのスプレッダー機能 

発注スプレッドの設定前に発注画面におけるスプレッダーの機能を説明します。発注画面とは注文チケット、

オーダーデスク、板画面となります。 

 

注文チケットにおける機能 

注文チケットにスプレッドを入力する際に、スプレッダー機能がチケット画面に表示され、背景色も変更さ

れます。この背景色は各スプレッドにより異なります。設定により色の変更ができます。 
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スプレッドのタブメニュー 

 

 

 

スプレッドのタブには注文チケットにて入力した計算式が表示されます。Q フォーミュラを直接入力した場

合、設定によりタブでは Q フォーミュラの名前、番号もしくは計算式が表示されます。(CQG IC Preferences 

> Symbol > Preferred QFormula display format)  Q フォーミュラは複雑なストラテジーを組んだ場合に

大変便利です。 

計算式が Q フォーミュラの場合、タブを右クリックし Edit QFormula より修正ができます。入力した計算

式より Q フォーミュラを作成するには、タブを右クリックし Create QFormula を選択することにより自動

的に Q番号が割り振られ作成がされます。 

マウスをタブ上に移動するとスプレッド計算式の情報が表示されます。 

 

 

 

レッグボタン 

 

 

 

Legs ボタンをクリックすると、各レッグの新規注文チケットがポップアップし表示されます。再度クリック

すると表示されたチケットが閉じられます。灰色がオフ（非表示）、オレンジがオン（表示）です。 

同じチケットの複数のタブにスプレッド表示されていた場合、他スプレッドでも Legs ボタンを押すと開き

済みの同じチケット上にて各レッグが表示されます。 

例えば、JNK-ZNA（OSE と SGX の 225 スプレッド）と TGD-GCE（TOCOM と COMEX の金スプレッド）

が同じチケット上にて各タブに表示されていたとします。225 スプレッドの Legs ボタンにより JNK と ZNA

の 2 枚のチケットが表示された後、金スプレッドの Legs ボタンを押すと JNK と ZNA のチケットが TGD

と GCE のチケットに表示されます。 
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発注枚数比率フィールド 

 

 

枚数の比率を入力します。入力後、入力前に表示されていたスプレッドとは異なる新しいスプレッドと見な

されるため、チケットの背景色が変わります。このフィールドは自動的に Q フォーミュラの計算式に組み込

まれ、小数点も入力ができます。 

例）SPREAD(1.6*FVAU2-USAU2, , ,1.6:1) 

 

受付中レッグのメニュー 

 

 

 

このメニューから、どのレッグを先に取引所に発注し受付けさせるか選択できます。 

Most liquid リクイディティが多いほうか(TYA)、Least liquid リクイディティが少ないほうか(USA)、もし

くは All legs すべてのレッグかを選択します。 

チェックマークを外すには、もう一度チェックされた項目をクリックします。 

このメニューからの選択が一番簡単な方法ですが、パラメータウィンドウからも選択ができます。 

Set up parameters…をクリックすることによりパラメータウィンドウが開きます。 

 

コンプリートスプレッドメニュー 

 

 

 

このメニューでは、ふたつ目の受付中注文のレッグ（ワーキングレッグ）の Market (成行)もしくは Limit（指

値）を選択します。 

またこのメニューを使って簡単にふたつ目のワーキングレッグの執行条件の設定変更ができます。 

Set up parameters…をクリックすることによりパラメータウィンドウが開きます。 
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執行条件期間のメニュー 

 

 

 

DAY（日中注文）はこのメニューにおける初期設定の執行条件です。この執行条件の注文が約定しなかった

場合には、セッションが終わると同時に注文はキャンセルされます。 

Iceburg（アイスバーグ）注文は Day 当日の指値注文であり、トータル枚数と表示枚数の入力項目に分かれ

ています。表示枚数とは板上に表示されるワンショットの枚数となります。 

ICBG strategy 取引所に受付された注文が全約定がされるまで、追加の注文はされません。全約定がされた

後、追加の注文が入ります。 

ICBG leg レッグに（部分）約定が入るとすぐに追加注文されます。 

Set up parameters…をクリックすることによりパラメータウィンドウが開きます。 

 

スプレッドボタン 

 

 

 

このボタンは各レッグの注文チケットにあります。 

オフ（灰色のボタン）＝アウトライトを表示 

オン（オレンジのボタン）＝該当シンボルの全注文を表示 
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オーダーデスクにおける機能 

OrderDesk－オーダーデスクは発注ウィンドウとマーケットデータ表示を分けて使用するトレーダーに最適

です。オーダーデスクは典型的な発注画面とは異なり、マーケットデータの表示がなく、即発注ができるウ

ィンドウです。 

マーケットデータが一切ないということではなく、オーダーデスクをモニターツールとリンクさせいつも通

り価格情報を確認できます。またオーダーデスクはボタンの配置換えたり、いらないボタンを外したり、タ

ブの設定等を自由にカスタマイズできます。 
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DOMTrader（板画面）における機能 

注文チケットにおける機能と同じ機能が DOMTrader（板画面）にて使用できます。 

加えてスプレッダーアイコンが表示されています。 

 

この大きな S マークのアイコンには特に機能はありませんが、板画面がスプレッダーモードになっているこ

とを示しています。 

板画面も注文チケットとほぼ同じようにスプレッダーが機能し、Legs ボタンをクリックすることにより各レ

ッグの板が新規に開きます。 
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スプレッドの設定：シンボルについて 

 

パラメータや取引設定の前に行う最初のステップは、スプレッドの計算式の作成から始まります。 

計算表記は通常版と拡張版と二種類あり、計算表記についてはこのセクションにて後ほど説明します。 

スプレッドの計算式には前日比とイールドの演算子を追加することもできます。 

このセクションでは複雑なシンセティックスプレッドの計算式についても説明します。 

 

一般的なスプレッドのサンプル 

以下計算式はスプレッドによく使用されます。 

説明 計算式 

10-year T-notes v. T-bonds (NOB)  

10年 米中期国債 v. 米長期国債 

SPREAD(1.6*TYA-USA,,,5:3)  

5-year T-note v. T-bonds (FOB)  

5年 米中期国債 v. 米長期国債 

SPREAD(2.5*FVA-USA,,,5:2)  

5-year T-notes v. 10-year T-notes (FYT)  

5年 米中期国債 v. 10年 米長期国債 

SPREAD(1.5*FVA-TYA,,,3:2)  

Crude Light v. Brent Crude  

粗軽油 v. ブレント原油 

SPREAD(CLE-ET)  

現物の受渡し用決済価格の原油（CLE）と取引上

の決済価格の原油（ET）の価格の比較 

E-Mini S&P 500 v. E-Mini NASDAQ 100  SPREAD(0.5*EP-0.2*ENQ)  

Euro Bund 10-year v. Euro Bobl 5-year v. 

Euro Schatz 2-year  

ユーロ 独長期国債 10年 v. ユーロ独中期国債 

v. ユーロ独貯蓄債 

SPREAD(DB-3.25*DL+4*DG,,,4:13:16)  

Euro STOXX 50 v. CAC-40 Index  

ユーロストックス 50 v. カック40指数 

SPREAD(1.25*DSX-PIL,,,5:4)  

Euro STOXX 50 v. DAX Index  

ユーロストックス 50 v. ダックス指数 

SPREAD(1.64*DSX-DD,,,4:2)  

SPREAD(1.6*DSX-DD,,,4:1)  

Eurodollar v. 5-year T-note  

ユーロドル v. 5年 米中期国債 

SPREAD(1.6*EDA-FVA,,,5:3)  

Gasoil v. Brent Crude  

ガスオイル v. ブレント原油 

SPREAD(QP/7.45-QO,,,4:3)  

比率は基本ポイントの変動と共にするイールドカ

ーブの動きを基に変わります。 

Heating Oil v. Crude Light (heat crack)  

灯油 v. 粗軽油（ヒートクラックスプレッド） 

SPREAD(HOE*42-CLE, L2)  

取引数量を同じバレルにした原油と灯油 
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オプション 

説明 計算式  

米中期国債2012年3月バーティカル・ 

コール・スプレッド 

SPREAD(C.TYAH213000-

C.TYAH213050, , , , BA:BA) 

米中期国債2012年3月バーティカル・ 

プット・スプレッド 

SPREAD(P.TYAH213000-

P.TYAH213050, , , , BA:BA)  

米中期国債2012年3月コール・バタフライ・ 

スプレッド 

SPREAD(C.TYAH213000-

2*C.TYAH213050+C.TYAH213100, , , 

1:2:1, BA:BA:BA)  

米中期国債2012年3月プット・バタフライ・ 

スプレッド 

SPREAD(P.TYAH213000-

2*P.TYAH213050+P.TYAH213100, , , 

1:2:1, BA:BA:BA)  

（注意）上記サンプルは状況・レートにより変わります。 

現状の市場を確認して計算式を作成してください。 
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通常の計算表記と拡張の計算表記 

スプレッドは、通常の計算表記法もしくは拡張計算表記のいずれかを使用できます。 

例） 

➢ 通常の計算表記: EP-ENQ 

➢ 拡張計算表記: SPREAD(EP-ENQ,L1) 

➢ 通常の計算表記: EP-ENQ*2 

➢ 拡張計算表記: SPREAD(EP-ENQ*2, CUR, 2.5) 

２つの表記方法は Qフォーミュラにて使用ができます。 

 

拡張計算表記のスプレッド計算式 

SPREAD(<CQG 式>,<計算方法>,<チックサイズ>,<比率>,<BAT フィルター>,<ロールオーバー>, 

<切上げ・切捨て>) 

例）SPREAD(HOE-CLE, L1, 0.01, 1:2.5, T:BA, 1, MATH) 

 

オプションの場合、CQG式にはスプレッド計算式が含まれます。 

<C or P>.<銘柄プレフィックス><銘柄シンボル><限月コード><2 桁の年コード><権利行使価格> 

 

例）SPREAD(C.EU6Z113000-P.EU6Z113000) 

SPREAD 以下のカッコ内にはスプレッドの計算式を全て記載してください。 

 

各コンポーネントはコンマにて区切られます。ひとつのコンポーネントがスプレッドの計算式になく、次の

コンポーネントを記述する場合、そのコンポートのためにコンマを入力してください。スペースはオプショ

ンです。 

例）SPREAD(HOE-CLE, , 0.01, 1:2.5, T:BA, 1, MATH) 計算方法を記述しなかった場合 

 

加減および乗除の計算式にてスプレッドの計算方法のまとめをします。 

コンポーネント 説明  

CQG 式 スプレッド用の銘柄シンボルとオプションとなる乗数の計算表記です。計算表記の

各エレメントは“ひとつの銘柄シンボル”と“ひとつの乗数”の組合せにて構成され

ています。一般の計算と同じです。 

例: 0.5*EP-0.2*ENQ 42*HOE-CLE  1.6*FVA-USA  CLE-ET  

計算方法 スプレッドを計算させるか方法を指定します - レッグ or 通貨か。 

使用できる値は以下となります。 

L1, L2, L3, etc. =選択されたレッグのチック数値を基に価格を表示 

CUR =レッグの取引単位を基に価格を表示 

 

１対１の枚数比率にしたスプレッド E-Mini S&P vs E-Mini NASDAQ 100 （EP-

ENQ）を例に挙げます。 

E-Mini S&P の取引単位は 50 倍であり、先物価格が 1097.25 の場合、取引金額は
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$54,862.50 (1097.25 * 50)となります。 

E-Mini NASDAQ 100 の取引単位は 20 倍であり、先物価格が 1798.00 であった場

合、取引金額は$18.902.50 (1798.00 * 20)となります。 

 

スプレッド EP-ENQに CUR を選択した場合 

$18,902.50 ($54,862.50-$18.902.50) 

 

スプレッド商品の各レッグが異なる通貨を使用していた場合、当日の通貨レートな

どを使用して調節をします。ベース通貨のリアルタイムの値としてではなく、固定値

を使用します（リアルタイム計算は裁定取引を参照）。 

例えば、DAX 指数-DD（ユーロ）と E-Mini S&P-EP（米ドル）の場合、 

➢ ユーロには SPREAD(DD-EP/1.5,CUR) 

➢ 米ドルには SPREAD(1.5*DD-EP,CUR) 

 

キャッシュ銘柄を含むスプレッドの価格では、チックサイズの計算にてレッグ銘柄

で使用しているフォーマット使用します。 

例えば、SPREAD(BUS02-TUA)の場合、スプレッド価格は BUS02（米 2 年中期）

と同じフォーマットです。計算方式を L2 とした場合、TUA と同じスプレッド価格

の形式になります。チックサイズを定義の際には、価格の小数点は四捨五入されま

す。注文チケットと板画面にのみ使用されます。 

初期値は L1 です。 

チックサイズ スプレッドのチックサイズを設定します。全てのレッグ銘柄が同じチックサイズ、もしくは同

じ商品であった場合、同じチックサイズがスプレッドに使用されます。チックサイズを指定し

なかった場合、レッグモード用のスプレッドチックサイズはレッグ銘柄のサイズと同じもの

となります。 

チックサイズはバイナリ（2 進法）もしくは分数となり、以下数値が設定できます。 

½, ¼, ⅛, 1/16, 1/32, 1/64, 1/128, 1/256, 1/512, 1/1024, 1/2048, ½ of 1/64, ⅛ of 1/32, 

¼ of 1/32, ½ of 1/32 

 

SPREAD (USA*2 - ENQ,, 1/4 1/32)の場合、上記チックサイズメニューにないため、

最小のチックサイズはマニュアルにて入力しします。 

CUR モードになっていた場合、チックサイズは最大公約数もしくは最大公約数がな

い場合には最小チック数値が使用されます。 

 

例えば SPREAD (ZSE-ZME, CUR)の場合、ZSE（ソイビーン 12.5）と ZME（ソイ

ビーンミール 10） の最大公約数は 2.5 となります。 
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比率 各レッグの注文枚数の比率を指定します。レッグ１:レッグ２:レッグ３ 

小数点の入力もできます。整数と少数点はそれぞれ６桁まで入力できます  －

nnnnnn.nnnnnn。 

例）SPREAD (EP*2-ENQ,,,2:1)  

SPREAD (1.6*TYA-USA,,,5:3)  

SPREAD ( EP - ENQ, , , 1 : 0 )  

SPREAD ( EP - ENQ, , , 1.5 : 2.999999 )  

初期値 = 1:1 

BAT フィルター 各レッグには BAT の設定ができます。 

(B-Bid 買気配/A-Ask 売気配/T-Trade 約定) 

コロンにて各レッグが区切られます。 

例）SPREAD ( EP * 2 - ENQ , , , , BA : T )  

SPREAD ( EP - ENQ + TYA , , , , T : BA : BA )  

 

BA = 該当レッグが買の場合、レッグの売気配はスプレッドの売気配の計算に使用さ

れ、レッグの買気配はスプレッドの買気配の計算に使用されます。該当レッグが売の

場合、レッグの売気配はスプレッドの買気配の計算に使用され、レッグの買気配はス

プレッドの売気配の計算に使用されます。 

T = 該当レッグの約定価格がスプレッドの売･買気配の両方の計算に使用されます。 

B =レッグの売気配はスプレッドの売気配の計算に使用され、レッグの買気配はスプ

レッドの買気配の計算に使用されます。 

初期値 = BA  

ロールオーバー オンにするとひとつのレッグが失効後、全レッグは同じ限月に移行します。 

0 =限月の移行はしません。  

1 =同じ限月に移行をします。  

初期値 = 0  

切上げ・切捨て 小数点を比率コンポーネントで使用すると取引枚数に少数点を含むケースがありま

す。その場合、取引枚数は切上げ・切捨てがされます。 

この設定では、切上げ・切捨て・四捨五入の指定をします。 

小数点を含む複雑なストラテジーにのみ適用され、負の数値には適用されません。負

の数値に使用された場合、絶対値が適用されサインが変更されます。 

スプレッドの最良売・買気配の枚数、アグリゲートされた板気配、そしてアグリゲー

トされた約定枚数にも影響します。 

DOWN = 常に切り捨て  

UP = 常に切り上げ  

MATH = 四捨五入 
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加減および乗除の計算式 

“加減”の計算式ではレッグ間の足し算と引き算のみ含まれます。“乗除”の計算式とはレッグ間の掛け算と

割り算となりますが、加減の計算式を一緒に使用することもできます。 

例）SPREAD(A - SPREAD(B/C)) 

 

この二つの計算式は便利なアプリケーションと連携しします。特に裁定取引のストラテジーや価格比率を使

用した取引に大変便利です。 

以下、アプリケーションをご使用できます。 

・ アラート  ・モニター   ・銘柄情報 

・ チャート  ・注文チケット ・シンプル注文チケット 

・ 板画面  ・注文･建玉画面 ・スナップトレーダー（チャート発

注） 

 

上場の計算式はアグリケーションにも使用できますが、イールドや前日比の対応はできません。 

 

加減の計算式 

加減の計算式は足し算と引き算のみ使用できます。計算式には決済対応も含みます。 

例） 

EP * 2 - ENQ 

SMA * 0.022 + ZLE * 11 - ZSE 

EP - ENQ + 100.0 

下記追加ルールが適用されます。 

・ 各レッグにはひとつの銘柄シンボルとひとつの掛け算のみ 

（間違った例）EP * DD – ENQ 

・ 掛け合わす数値は正もしくは負の数値 

（正しい例）2 * ENQ - 4 * DD – EP 

・ 割り算でも使用可能 

（正しい例）EP - ENQ * 0.5 or EP - ENQ / 2 

 

イールドや前日比のスプレッドもご参照ください。 
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加減の計算式 

スプレッドの加減の計算式では掛け算と割り算のみ対応します。 

レッグに対する乗数は正の値のみです。 

例） SPREAD(3.42 * A / (21 * B)) 

SPREAD(A / (5 * B) / C) 

 

加減の計算式では優先順位を考え掛け算・割り算にカッコを付けてください。必要でない場合にはカッコは

自動的に削除されます。 

例） 

SPREAD(A * B / (C * D)) →  SPREAD(A * B / C / D) 

SPREAD(A * B / (C / D)) →  SPREAD(A * B / C * D) 

カッコの使用場所にはご注意ください。 

例） 

SPREAD(EP * (TUA - TYA)) →正確には SPREAD(EP * SPREAD(TUA - TYA)) 

SPREAD(A * B / (C * D)) →正確には SPREAD(A * B / SPREAD(C * D)) 

 

シンプルな計算表記内ではカッコ内のストラテジーは使用できません。 

 正）A * B / C * D 

 正）EP * ENQ 

正）RBE / CLE 

誤）A * B / (C * D) 

誤）EP * (TUA - USA) 

 

買のスプレッドにおいては、掛け算に使用されたレッグは買われ、割り算に使用されたレッグは売られます。 

以下ご参照ください。 

SPREAD(A / B)   買い A、売り B 

SPREAD(A * B)    買い A, 買い B 

SPREAD(A * B / C)   買い A, 買い B, 売り C 

SPREAD(A * B * C * D)   買い A, 買い B, 買い C, 買い D 

SPREAD(A / B / C / D)   買い A, 売り B, 売り C, 売り D 

 

パラメータ使用時 

計算方法、チックサイズ、比率、BAT フィルター、ロールオーバーのパラメータは乗除の計算式に使用され

ます。 

例） 

SPREAD ( EP * 2 - ENQ ) 

SPREAD ( SMA * 0.022 + ZLE * 11 - ZSE, L3 ) 

SPREAD ( SMA * 0.022 + ZLE * 11 - ZSE, L3, , 10:11:9 ) 
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チックサイズはスプレッド計算では自動的に算出されません。スプレッドのチックサイズが正確に指定され

ると、レッグのチックサイズがどのような数値であれ使用できます。チックサイズが指定されてない場合、

以下対応されます。 

・ 加減と乗除の計算式にて CUR モード使用時、CUR モードに変換された最初のレッグの 

チックサイズはスプレッドのチックサイズとして使用されます。 

・ 加減と乗除の計算式にてレッグモード（L1, L2 etc）使用時、指定されたレッグのチックが使用

されます。 

 

アグリゲーション使用時 

乗除の計算式では AGGR（）のパラメータを使用できます。 

例） SPREAD(A * AGGR(2 * B & C) / D 

また AGGR（）においても乗除の計算式が使用できます。 

例） AGGR(A & SPREAD(B / C / D))) 

 

裁定取引の対応 

ふたつの異なる通貨の同銘柄へのスプレッドにて、ひとつの通貨への変換ができます。例えば、砂糖銘柄

FSUGR（露ルーブル）と SBE（米ドル）の取引が挙げられます。 

この場合、FUS 銘柄 （USD/RUR 米ドル/露ルーブルの為替先物） を使用し価格をルーブルへと変換をし

ます。ルーブルへ変換されたスプレッドの計算式では、ポンドからトンへの比率 2.2046 も使用します。 

SPREAD(2.2046 / 100 * SBE * FUS / 1000) 

こうすることにより以下の裁定取引の対応ができます。 

SPREAD(FSUGR - SPREAD(2.2046 / 100 * SBE * FUS / 1000)) 

もしくはアグリゲーションを使用し、二つの取引所にて同時に砂糖を買うことができます。 

AGGR(FSUGR & SPREAD(2.2046 / 100 * SBE * FUS / 1000)) 

 

価格差ではなく比率を利用しての取引 

ガソリン÷原油、金÷銀、金÷原油等、よく知られている比率を使用し取引ができます。 

例）  SPREAD(RBE/CLE) 

ガソリンと原油のスプレッドの買いは、つまり RBE（ガソリン）の買いかつ CLE（原油）の売りとなりま

す。 

買気配/売気配の計算ルールにより、買気配/売気配の銘柄情報は CLE により RBE が割られる計算となりま

す。 
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前日比とイールドスプレッド Net Change and Yields 

前日比とイールドはレッグ全てがイールド･オペレーターにカバーされた形にて計算されるので、両方の計算

式は同一のものとなります。 

YIELD(SPREAD(leg1-leg2+5)) 

SPREAD(YIELD(leg1)-YIELD(leg2)+5) 

以下の計算も同じものとなります。 

NC(SPREAD(leg1-leg2+5)) 

SPREAD(NC(leg1)-NC(leg2)+5) 

決済の場合の計算も同様です。 

前日比 Net Change 

前日比、つまり本日の現在価格と決済価格・清算価格の価格差を使用しスプレッドの取引ができます。注文

の期限は当日のみとなりますが、全ての執行条件が使用できます。 

シンボルの使用方法 

Q フォーミュラの場合  NC(Q1) 

スプレッド計算式の場合  NC(EP-ENQ)、つまり NC(EP)-NC(ENQ)と同じ 

レッグ計算の場合  NC(EP)-ENQ 

前日比の計算式がタブ上で確認できます。板上に表示されている前日比は各レッグ銘柄の前日比となります。 

設定はシンセティックスプレッド計算式のパラメータより行えます。 
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イールド Yields 

キャッシュ銘柄のイールドをベースにした取引ができます。どの執行条件も使用できます。 

アウトライトに限り、取引所が対応している執行期間が選択できます。スプレッドに関しては当日の注文の

みとなります。 

Q フォーミュラの場合  YIELD(Q1) 

スプレッド計算式の場合  YIELD(CUS10-CUS30) と YIELD(CUS10)-YIELD(CUS30)同じ式 

レッグ計算の場合  YIELD(CUS10)-CUS30 

 

イールドの計算式がタブ上で確認できます。価格コラムでの価格に替わり、イールドの価格差が表示されま

す。レッグのイールドは板上の一番右側に表示され、場所は設定にて変更ができます。 

イールドの設定はシンセティックスプレッド計算式のパラメータより行えます。 
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シンセティックバタフライ 

原油を例にとり、シンセティックバタフライの 2 つの方法をご紹介します。 

① SPREAD(CLEM-2*CLEN+CLEQ,,,1:2:1) 

② SPREAD(CLES1M-CLES1N) 

 

①はアウトライトのレッグ注文となり、②では取引所でサポートされているスプレッド注文となります。ケ

ースによりますがレッグの数が少なく、未成立のリスクと売・買気配の幅が小さく、よりリクイディティが

ある②が通常は好ましい形となります。イールド取引する場合にはどちらの計算式を選んでも同じ結果とな

ります。 
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スプレッドの設定：Qフォーミュラ 

 

スプレッドは直接 CQG の発注画面より設定し取引できますが、Q フォーミュラをご利用いただければ大変

容易にスプレッド取引に対応できます。 

複雑なスプレッドでは、長い計算式をマニュアルにてタイプするより Q フォーミュラのご使用が簡単です。

銘柄情報のスプレッドシートでも簡単に入力ができます。 

Q フォーミュラをコピーして、同じ形のスプレッドとして容易に他の数値の置き換えができます。 

また説明書きし、フォルダにてグループ化し、より整理がしやすく管理もできます。 

” Define User Formulas”（ユーザーフォーミュラ）のウィンドウより設定ができます。 
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Define User Formulas（ユーザー計算式の定義）ウィンドウについて 

計算式は Define User Formulas ウィンドウのフォーミュラエディターにて作成します。 

⚫ サンプルを利用して拡張の計算表記を使用して全ての計算式を直接入力 

⚫ シンプルな記述式にはツールボックス内にあるスプレッド機能を使用 

⚫ 通常の計算表記を追加してシンセティック計算パラメータを使用 
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スプレッド Qフォーミュラの作成 

スプレッドの作成には以下手順を踏みます。 

1. Formula ボタンをクリックし、Define User Formulas ウィンドウを開きます。 

2. Q フォーミュラ タブをクリックします。 

3. NEW ボタンをクリックします。 

4. Q フォーミュラの名前を入力します。 

5. OK をクリックします。リストに Q フォーミュラが表示され、QNo（番号）が自動的に割り当

てられます。矢印をクリックもしくはタイプして QNo の変更もできます。 

6. エディターにスプレッド・ストラテジーを入力します。SPREAD を入力するとシステムがスプ

レッド計算式のサンプルを表示し、入力のアシストをします。＠をご希望のストラテジーに置き

換えます。 

もしくは、銘柄シンボルを直接入力します。例えば“CLE-ET”（NYMEX と ICE の原油）と入

力。スプレッドの機能を適用します。 

7. スプレッド計算式に直接入力せず、パラメータウィンドウを使用して計算設定を選択するので

あれば、Setup ボタンをクリックします。"Setup"ボタンは、スプレッド計算式を選択時にアク

ティブになります。 

Setup Synthetic Spread Calculation Parameters ウィンドウが開きます。希望の選択をし、ウ

ィンドウを閉じます。 

前日比やイールドも同様にスプレッド計算式に適用されます。 

8. 取引のパラメータを設定するには、Trading Execution Patterns ボタンをクリックします。受

付中にさせるレッグ、執行条件、枚数比率、保留させる注文パラメータ、未成立注文の対応の設

定をします。 

9. 完了後、ウィンドウを閉じます。これで板画面や注文チケットに直接 Q 番号を入力できます。 

番号、名前、計算式、どれをタブ･ツールバー等に表示するかは設定により決められます。 

 

フォーミュラエディターにて、ストラテジー式にマウスをポイントすると、情報ツールチップが表示されま

す。このツールチップではどのストラテジー式のエレメントであるかを表示します。例えば、下図はトレー

ド比率をポイントしています。 
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シンセティックスプレッド計算パラメータ（Setupボタンより） 

Setup ボタンをクリックし、パラメータウィンドウを開きます。Setup ボタンが押せない場合には、エディ

ターにてスプレッド計算式が選択されているか確認してください。 

 

 

設定された内容はエディターに反映されます。例えば、SPREAD(CLEH2-CLEJ2,L1) の計算モードを CUR

にすることにより SPREAD(CLEH2-CLEJ2,CUR)となります。 

Yield コラムにて Yes を選択すると、 

SPREAD(1.6*TYA-USA, , , 5:3) は SPREAD(1.6*YIELD(TYA)-YIELD(USA), , , 5:3) となります。 

 

フィールドの定義 

コンポーネント 説明  

計算方法 

Calc Mode 

プレッドを計算させるか方法を指定します - レッグ or 通貨か。 

使用できる値は以下となります。 

Auto = レッグ銘柄間での価格差を表示 

L1, L2, L3, etc. =選択されたレッグのチック数値を基に価格を表示 

CUR =レッグの取引単位を基に価格を表示 

 

１対１の枚数比率にしたスプレッド E-Mini S&P vs E-Mini NASDAQ 100 （EP-

ENQ）を例に挙げます。 

E-Mini S&P の取引単位は 50 倍であり、先物価格が 1097.25 の場合、取引金額は

$54,862.50 (1097.25 * 50)となります。 

E-Mini NASDAQ 100 の取引単位は 20 倍であり、先物価格が 1798.00 であった場

合、取引金額は$18.902.50 (1798.00 * 20)となります。 

スプレッド EP-ENQに CUR を選択した場合 

$18,902.50 ($54,862.50-$18.902.50) 

 

スプレッド商品の各レッグが異なる通貨を使用していた場合、当日の通貨レートな

どを使用して調節をします。ベース通貨のリアルタイムの値としてではなく、固定値

を使用します（リアルタイム計算は裁定取引を参照）。 

例えば、DAX 指数-DD（ユーロ）と E-Mini S&P-EP（米ドル）の場合、 

➢ ユーロには SPREAD(DD-EP/1.5,CUR) 

➢ 米ドルには SPREAD(1.5*DD-EP,CUR) 
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キャッシュ銘柄を含むスプレッドの価格では、チックサイズの計算にてレッグ銘柄

で使用しているフォーマット使用します。 

例えば、SPREAD(BUS02-TUA)の場合、スプレッド価格は BUS02（米 2 年中期）

と同じフォーマットです。計算方式を L2 とした場合、TUA と同じスプレッド価格

の形式になります。チックサイズを定義の際には、価格の小数点は四捨五入されま

す。注文チケットと板画面にのみ使用されます。 

初期値は Auto です。 

ロールオーバー 

Rollover 

オンにするとひとつのレッグが失効後、全レッグは同じ限月に移行します。 

0 =限月の移行はしません。  

1 =同じ限月に移行をします。  

初期値 = 0 

チックサイズ 

Tick Size 

スプレッドのチックサイズを設定します。全てのレッグ銘柄が同じチックサイズ、もしくは同

じ商品であった場合、同じチックサイズがスプレッドに使用されます。チックサイズを指定し

なかった場合、レッグモード用のスプレッドチックサイズはレッグ銘柄のサイズと同じもの

となります。 

チックサイズはバイナリ（2 進法）もしくは分数となり、以下数値が設定できます。 

½, ¼, ⅛, 1/16, 1/32, 1/64, 1/128, 1/256, 1/512, 1/1024, 1/2048, ½ of 1/64, ⅛ of 1/32, 

¼ of 1/32, ½ of 1/32 

 

SPREAD (USA*2 - ENQ,, 1/4 1/32)の場合、上記チックサイズメニューにないため、

最小のチックサイズはマニュアルにて入力しします。 

CUR モードになっていた場合、チックサイズは最大公約数もしくは最大公約数がな

い場合には最小チック数値が使用されます。 

 

例えば SPREAD (ZSE-ZME, CUR)の場合、ZSE（ソイビーン 12.5）と ZME（ソイ

ビーンミール 10） の最大公約数は 2.5 となります。 

ストラテジー取引 

Trade Strategy 

trading parameters window（取引設定ウィンドウ）を開きます。 
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BAT フィルター 各レッグには BAT の設定ができます。 

(B-Bid 買気配/A-Ask 売気配/T-Trade 約定) 

コロンにて各レッグが区切られます。 

例）SPREAD ( EP * 2 - ENQ , , , , BA : T )  

SPREAD ( EP - ENQ + TYA , , , , T : BA : BA )  

 

BA = 該当レッグが買の場合、レッグの売気配はスプレッドの売気配の計算に使用され、レッ

グの買気配はスプレッドの買気配の計算に使用されます。該当レッグが売の場合、レッグの売

気配はスプレッドの買気配の計算に使用され、レッグの買気配はスプレッドの売気配の計算

に使用されます。 

T = 該当レッグの約定価格がスプレッドの売･買気配の両方の計算に使用されます。 

B =レッグの売気配はスプレッドの売気配の計算に使用され、レッグの買気配はスプレッドの

買気配の計算に使用されます。 

初期値 = BA  

前日比 

NC 

Yes を選択すると価格の変わりに前日比になります。 

イールド 

Yeild 

Yes を選択すると価格の変わりにイールドになります。 
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スプレッド機能の使用（Toolboxボタンより） 

この機能はスプレッド計算式における基礎であり、既存の計算式の変更にも使用されます。パラメータの説

明については、通常・拡張の計算表記と前日比とイールドのスプレッドをご参照ください。 

追加方法 

1. Toolbox ボタンをクリックします。 

2. Spread 機能を探します。 

  

3. Insert ボタンをクリックします。 

4. ウィンドウを閉じます。エディターの計算式は以下のようになります。 

 

     /* から */ まではコメントとなります。 

5. 上記例のように＠を計算式に置き換えます。 
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適用方法 

1. エディター内の式をハイライトします。（例 HOE-CLE） 

2. Toolbox ボタンをクリックします。 

3. Spread 機能を探します。 

  

4. Apply をクリックします。 

5. ウィンドウを閉じます。エディターの計算式は以下のようになります。 

 

  



 

33 

CQG Spreader for Traders 

トレーディングパラメータの設定 

 

 

Setup Trading Parameters の開き方には以下方法があります。 

⚫ Define User Formulas 上にて、Trading Execution Patterns をクリックするか、Setup ボタン

をクリックし Trade Strategy フィールドをクリックをします。 

⚫ 板画面もしくは注文チケット上の Params ボタンをクリックします。 

⚫ 板画面もしくは注文チケット上の色のついたバックグランド上にて右クリックをして、Set 

parameters をクリックします。 

⚫ 板画面もしくは注文チケットより CTRL+M を押します。 

⚫ 受付中のレッグメニューより Set parameters をクリックします。 

⚫ コンプリートスプレッドメニューより Set parameters をクリックします。 

チックサイズや BAT フィルターのような計算パラメータは Q フォーミュラの一部として必ず入力してくだ

さい。 
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取引パラメータの設定ウィンドウ（Set Up Trading Parameters） 

取引をしているスプレッドに反映されるパラメータ変更と、取引パラメータ設定ウィンドウそのものの変更

（フォントサイズの変更など）がここで可能です。 

 

数値の変更 

設定ウィンドウには数値を設定するものがあります。この数値を変更するには － 

⚫ 該当フィールドに新しい数値を入力；もしくは 

⚫ フィールドをクリックしマウスホイールを回し、数字を変更します。 

 

初期値への戻し方 

初期値を変更した場合、Reset ボタンが表示され、さらにフィールドメニュー左上に色のついた三角が表示

されます。初期値に戻すには、Reset ボタンを押します。 

 

 

パラメータのフォントサイズの変更 

1. ウィンドウ上にて右クリックをします。 

2. Extra small（極小）、 Small（小）、Medium（中）、Large（大）より選択をします。 
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セクションの広げ方、縮め方 

・ メニューの左側の矢印をクリックすることで、各セクションを広げたり縮めたりできます。

CTRL キーを押しながらクリックをすると、該当セクションのみ広がり、他セクションは縮みま

す。 

 

・ 上部左の空白部分をダブルクリックすると全セクションが広がります。 

 

 

その他のアクション 

⚫ ウィンドウ下部の QFormula ボタンをクリックすると Define User Formulas ウィンドウが開

きます。 

⚫ チェックボックスをクリックすると該当ストラテジーの設定が全ての取引ウィンドウに

適用されます。 

⚫ クエッションマークをクリックするとパラメータの詳細（英語）を読むことができます。 
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スプレッド・プロパティの設定 

 

 

パラメータ 説明 

Color 

色 

色ボタンをクリックすると色選択ウィンドウが表示されます。（もしくは注

文チケット上の背景エリアで右クリックし、Set color を選択） 

Overfill management 

過約定の管理 

レッグ銘柄の取引が激しく行われている場合、例えば下記に記載する

Queue Holders の設定にて予備注文が約定してしまった場合、設定以上の

約定の可能性があります。 

 

例）1:2 のスプレッドにて 5 枚の受付中注文（ワーキングオーダー）があっ

た場合、もう片方のレッグは 10 枚となり 5：10 の約定設定となります。そ

の場合、7：10 といった形で約定するケースがあります。 

 

このパラメータでは過約定の対応を設定します。 

No Selection ここのチェックを外すと、過約定が起こった場合でも何も

アクションはありません。 

Auto Hedge Overfills レッグのどちらかが過約定を起こした際に、枚数比

率を合わせようとします。ただし、例えば 1：2 の比率で 2 つ目のレッグが

一枚の過約定した場合、1：3 という約定比率になり、1 つ目のレッグ枚数

が 1.5 枚となるためヘッジができない場合もあります。 

Avoid Overfills 取引所にて受付された注文（ワーキングレッグ）をアグレ

ッシブに動かさず、過約定のリスクを減らします。特に枚数の追加、もしく

は追加注文は、取引所からのメッセージの受信を確認後に行います。ワー

キングレッグがひとつの場合に推奨される設定です。 

Ignore partial fills 

部分約定の無視 

 

下記例のとおりパラメータの説明をします。 

例）SPREAD(A-B,,,10:1) というスプレッドにおいて、A を受付中注文（ワ

ーキング）レッグとし、この注文を 1 枚 10 円にて買う、つまり 

“A レッグ買い －（マイナス）B レッグ売り”とします。 

 

このストラテジー注文が発注された際  

1. A のレッグが 10 枚 100 円にて取引所にて受け付け 

2. B の最良買気配が 90 円の際に、A が 3 枚＠100 円にて約定 

3. B の価格が 95 円に動き、A へのふたつ目の注文は 6 枚 105 円にて受付 
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され 6 枚＠105 円にて約定 

4. B は 90 円に動き、最後の A の１枚が 100 円にて約定 

 

つまり、レッグ A は３回の部分約定（3@100・6@105・1@100）をしたこ

とになる。 

ここでレッグ B の注文価格が選択できます。 

 

Ignore partial fills にチェックがない場合、B レッグの発注価格はスプレッ

ド注文の指値に完全に準拠します。最初に A レッグの平均約定価格を計算

し、次に B レッグの発注価格をストラテジー注文の指値どおりに計算しま

す。この方法は値段優先となるため、下記のとおり B レッグが未約定とな

ることがあります。 

例えば、A レッグの平均約定価格は 103 円（(3*100 + 6*105+1*100)/10 = 

1030/10 = 103）であり、B レッグの発注価格は 93 円（A - Spread = 103-

10 = 93）となります。B の市場にて 90 円の最良買気配を示していた場合

には、売り 1 枚＠93 円にて発注されるため B レッグは約定することができ

ません。 

 

対して、Ignore partial fills にチェックをいれた場合、A レッグの平均約定

価格を無視して B の注文は反対側の最良買／売気配に発注されます。この

場合ストラテジー注文の指値は保障されませんが、約定未成立の可能性は

大きく減じられます（約定優先）。上記例の場合、B 銘柄にて最良買気配が

1 枚 91 円の場合、B の注文は売り１枚 91 円となります。 
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How to Work（受付中注文 - ワーキングオーダー）パラメータの設定 

 

 

パラメータ 説明 

Size 

枚数 

各レッグの枚数に反映されるレッグの比率を決めます。小数点にも対応

します。例）SPREAD(1.6*FVAU2-USAU2, , ,1.6:1) 

Fractional Lot Size Rounding 

小数点の切上げ・切下げ 

小数点を使用した枚数比率により、発注枚数にも小数点が含まれる場合

があります。小数点を含んだ枚数は切上げられるか切下げられます。 

このパラメータでは切上げ・切下げの設定します。 

Round Up = 常に切り上げ  

Round Down = 常に切り捨て  

Round Mathematically = 四捨五入 

Work 

受付中 

取引所に発注するレッグ（ワーキングレッグ）を指定します。 

初期値は least liquid leg（流動性が少ないレッグ）となります。 

Complete strategy using 

受付中注文 

（ワーキングオーダー）の約定

時の執行条件 

ワーキングレッグの注文が約定した後の、オフセットレッグの執行条件

を指定します。初期値は LMT（指値）となります。 

- LMT（指値） 

- LMT with offset （指値と決済） 

- MKT（成行） 

Offset の使用数値は －99 から 99 となり、初期値は０です。この数値は

チック数となります。LMT with offset とは、指値注文に Offset 値を計

算して発注される注文です。マイナス 1 とした場合、発注されるべき価

格より 1 チック良い（最良気配から離れた）値段にて発注されます。 
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Price Level Controls  

Ticks away to work at 

additional level 

追加発注時の最良気配からのチ

ック数 

追加発注をオリジナルの注文よりどれくらいのチック数を離して発注す

るか設定します。 

オフセットレッグの最良気配枚数では対応できない枚数のスプレッド注

文を発注しなくてはいけない場合の設定をします。 

例えば 100 枚のスプレッド注文を発注した場合において、オフセットレ

ッグの最良気配値に 23 枚だけしかないケースを想定します。この設定

数値を 0 とした場合にはワーキングレッグには 23 枚だけ発注します。

設定数値を２とした場合、23 枚をスプレッド注文の指値から計算した価

格に発注し、同時に残数の 77 枚を 2 チック離れた価格へ発注します。 

初期値はサーバーサイドの設定となります。 

Off 時は０となり、１－９まで設定できます。 
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パラメータ 説明 

How to work orders 

considering depth of 

market 

売り気配／買気配枚

数に基づいた発注制

御 

 

ワーキングレッグの比率が大きく且つオフセットレッグの流動性が低い場合、ワー

キングレッグの総発注枚数が、オフセットレッグの気配枚数から計算すると一本値

もしくは一括での約定が不可能な場合があります。 

その場合のワーキングレッグへの発注を制御するパラメーターとなります。 

また、デフォルトの設定は Work single order based on average of leaning leg prices 

with required volume（下記参照）となります。 

 

＜Work order based on BBA only＞ 

オフセットレッグの気配に基づいた枚数をワーキングレッグに発注します。 

EPZ20-MESZ20 の板（下図左）において、比率を 1:10 に、ワーキングレッグを

MESZ20 とし、－1.00 に 50 枚発注した場合を想定します。 

ワーキングレッグ(右)の注文は、オフセットレッグ(中央)の最優良気配枚数：6 枚を

基に計算され、60 枚のみ発注されます（気配枚数：6 枚×比率：10 倍）。 

残枚数の 440 枚(500 枚－60 枚)は発注されません。 

 

 

 

 

 

 

 



 

41 

CQG Spreader for Traders 

 

＜Work up to N orders to get required volume＞ 

Number of orders で設定したティック数の範囲内で分割してワーキングレッグを発

注します。 

EPZ20－MESZ20 の板（下図左）において、比率を 1:10、ワーキングレッグを

MESZ20、さらに Number of Orders を 3 に設定し、－0.50 で 50 枚発注した場合を

想定します。 

ワーキングレッグ（右）の注文は、オフセットレッグ（中央）における 3 ティック分

の気配枚数：7→12→13×比率：10 倍である 70 枚→120 枚→130 枚の計 320 枚が発

注されます。 

残数 180 枚(500－320)は Number of Orders の設定外であるため、発注されません。 

 

 

Number of Orders を 4 に設定した場合は、オフセットレッグの気配枚数：7＋17＋

12＋19×比率：10 倍＞500 であるため、全量 500 枚がワーキングレッグに発注され

ます。 
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Work single order based on leaning leg price with required volume 

売気配／買気配の枚数を累計し、スプレッド注文の発注枚数×比率に到達した価格

へ発注します。 

EPZ20-MESZ20 の板（下図左）において、比率を 1:10 に、ワーキングレッグを

MESZ20 とし、－1.00 に 30 枚発注した場合を想定します。 

ワーキングレッグ（右）への注文は、オフセットレッグ（中央）の最優良売気配 

3438.75 より累計して 30 枚に達する価格 3439.00 を基準価格とし、スプレッド注文

の指値 －1.00 を加算した値段 3440.00 に 300 枚が発注されます。 
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Work single order based on average of leaning leg prices with required volume 

売気配／買気配の枚数を累計し、スプレッド注文の発注枚数×比率に到達するまで

の総気配の平均値に発注します。 

EPZ20-MESZ20 の板（下図左）において、比率を 1:10 に、ワーキングレッグを

MESZ20 とし、－1.00 に 200 枚発注した場合を想定します。 

ワーキングレッグ（右）への注文は、オフセットレッグ（中央）の最優良売気配 

3441.00 から累計して 200 枚に達する価格 3441.75 までの加重平均 3441.25 を基

準価格とし、スプレッド注文の指値 －1.00 を加算した値段 3442.25 に 2,000 枚が

発注されます。 

※加重平均の計算 

(3441.00×109+3441.25×29+3441.50×57+3441.75×5)/200=3441.19 ≒ 3441.25 
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パラメータ 説明 

Liquidity Controls 

リクイディティ･コントール 

Volume Multiplier（枚数乗数）ではオフセットレッグ銘柄の最良気配枚

数に応じてワーキングレッグ銘柄の発注枚数を調整します。 

 

例えば設定値を 2 とした場合、オフセットレッグにおける最良気配枚数

の２分の 1 がワーキングレッグに発注されます。ワーキングレッグの発

注枚数はオフセットレッグの最良気配枚数が変わるたびに自動調整さ

れます。 

 

設定可能数値 0.1 ～ 999.9 

初期値 1 

 

Work Threshold 

設定した数値以上の気配枚数がオフセットレッグ銘柄にない場合はワ

ーキングレッグに発注を行いません。 

また、設定値＜気配枚数の場合でも発注枚数は気配枚数－設定値となり

ます。例えばこの数値を５とし、気配枚数が 7 枚だった場合、発注枚数

は 2 枚となります（７－５）。 

設定可能数値 －9999 ～ 9999 

初期値 0 
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Messagingメッセージングパラメータの設定 

このパラメータではスプレッドサーバと取引所間のメッセージ数の軽減に対応をします。 

 

パラメータ 説明 

Min Size Increment 

最小枚数の増分 

 

ワーキングレッグに適用され、トランザクション数を最小化します。 

オフセットレッグの気配枚数が、設定枚数よりも増加した場合にのみワーキン

グオーダーの枚数を訂正します。 

オフセットレッグの気配枚数が減った場合、ワーキングレッグの枚数は減るよ

うに訂正されます。 

Lots（枚数）か％を選択します。 

設定可能数値 1 ～ 9999 

初期値 1 枚 

Active Price Range 

アクティブな価格範囲 

ワーキングレッグが下記 Order Action outside active range での設定に従い

指値変更を行う範囲をティック数で設定します。 

この範囲は最良気配（売･買いずれか近いほう）からのティック数になります。 

Price Range for Working 

Orders 

ワーキングレッグの価格

範囲 

数値： 

Default（初期値） サーバーの設定値 

Off 制限はありません 

0 最良気配にのみ適用 

1-10, 20, 30 最良気配からティック数 

Order Action outside 

active range 

アクティブ範囲外の注文

のアクション 

最良気配以外のワーキングレッグの挙動を設定します。 

ワーキングレッグは上記 Active Price Range での設定値により範囲内・外を

判定し下記 4 パターンの挙動を取ります。 

設定数値： 
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Default(初期値) サーバの設定に従います。 

Cancel working leg 範囲外になった場合、ワーキングレッグは発注されませ

ん。 

Work leg, update periodically 範囲内・外どこに注文があっても発注され、

Periodic Force Update（下記）にて設定された定期的なアップデートの時間が

来た場合に指値変更されます。 

Work leg, update periodically, away from MKT only 範囲内・外どこに注文

があっても発注され、注文が最良気配から離れている場合には Periodic Force 

Update の設定に従って指値変更されます。ただし、スプレッド注文の指値か

ら計算するとワーキングレッグが最良気配ではないにもかかわらず、最良気配

に達した場合は Periodic Force Update の設定に関係なく指値変更されます。 

Min Price Change 

最小の価格変更 

 

ワーキングレッグ注文の指値を変更する価格変動値（ティック数）を設定しま

す。ワーキングレッグを発注している市場の価格変動が設定数値よりも少ない

場合には指値変更は行われません。 

設定数値： 

Default サーバー設定値 

1-3 ティック数 

Periodic Force Update 

強制定期アップデート 

ワーキングレッグの指値変更頻度（秒）。例）毎 10 秒。 

設定した秒数ごとにワーキングレッグの値位置を再計算し、ワーキングレッグ

の指値変更を行います。 

ただし、Order Action outside active range にて“Work leg, update 

periodically”を選択し、且つ Price Range for Working Orders での設定ティ

ック以上にワーキングレッグが乖離した場合のみ、こちらの設定が有効になり

ます。 

設定数値： 

Default サーバー設定値 

1, 5, 10, 30, 60, 300, 600 選択された秒数 
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Proportional Execution比例発注パラメータの設定 

 

パラメータ 説明 

Trigger leaning leg 

オフセット約定の発注ト

リガー 

チェックボックスを外すと比例発注をせず、第一のレッグが全約定後、第二の

レッグの注文をします。 

５：３のスプレッドを例に挙げてみます。 

この設定を解除した場合には、5 枚全約定をしてはじめて 3 枚の発注がされる

ようになります。 

Full size trigger 

全枚数発注トリガー 

第二レッグ発注の条件となるワーキングレッグの約定サイズを％もしくは

Lots で設定します。例えば JNK（日経 225）10 枚と MJNK（ミニ日経 225）

100 枚の比率の場合、設定を 50％とした時は、5 枚の JNK が約定して初めて

MJNK のレッグ注文が発注されます。 
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Queue Holders予備注文パラメータ設定 

Queue holders（予備注文）とは、オリジナルのスプレッド注文によるワーキングレッグ注文から設定チック

数を離して発注される追加の予備注文です。予備注文にはいくつかの設定パラメータがあります。 

 

 

パラメータ 説明 

Min and Max Number 

of holders 

最小･最大の予備注文数 

予備注文数の最大と最小を設定します。レッグそのものが約定すると、すべて

の予備注文はキャンセルされます。リスク管理システムではオリジナルの注文

を含むすべての予備注文が約定することを想定して証拠金を計算します。 

設定可能数値 1～10 

初期設定値 1 

# of levels 

チックの距離 

各注文（予備・オリジナル注文）にて離すティック数を設定します。例えば３と

設定すると、3 チック毎はなれて予備注文が発注されます。 

設定可能数値 1～5 

初期設定値 1 

Order size restore 

threshold 

予備注文グループ直近に発注された注文枚数を最大化にする前にどれだけ最良

気配から離れている必要があるかを設定します。受付中注文（ワーキングオー

ダー）の枚数はオフセット注文レッグ（ふたつ目のレッグ）の有効枚数ならび最

大枚数時の予備注文グループの注文数がベースです。これによりシステム自体

のメッセージ数が減らされます。 

例えば設定が 3 の場合は、価格が 3 チック動いた場合にのみ予備注文の注文枚

数をアップデートします。 

初期値 0 

この数値は Min and Max Number of holders より少ない数値にしてください。

例えば、min 5 で max が 9 の場合にはここの数値は 4 以下にしてください。 
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下記イメージは受付中の TYA のカレンダースプレッドの売買を示しています。スプレッド発注時に、予備注

文の建玉数を維持するために、受付中レッグの最良売気配の上と最良買気配の下に追加の予備注文をしてい

ます。 

 

 

下記は、# of levels を２とした場合における予備注文を含んだ注文の例を表しています。 
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Order size restore threshold を２とした場合の例です。 

1. 受付中レッグの USA にて、143140 に 1 枚の売があります。 

2. 価格が１チック下がった場合、143130 に 2 チックの新しい注文があります。 

3. まだ 143140 の 1 枚売りは 3 枚には増えていません。1 枚 143140 の売注文が 3 枚になる前に、新しい売

注文が 143120 にて発注されます。 

 

こうすることによりメッセージ数を減らすことができます。 
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未成立注文パラメータの設定 If Incomplete 

未成立注文の対応方法を下記パラメータにて設定をします。 

 

パラメータ 説明 

Replace order to complete strategy by 

using selected method below 

未成立注文に対応するか 

ここにチェックを入れると未成立注文に対応します。 

下記のパラメーターを使用し、未成立注文の対応方法を設定しま

す。チェックを入れない場合は、未成立注文が発生しても対応し

ません。 

初期値はオフになっています。 

Execute incomplete strategy if order 

is not filled in this many seconds 

未成立が発生してからの発注までの時

間（秒） 

下記のパラメーターで‘Payups’を選択した場合のみ、ここが有

効になり設定変更が可能になります。未成立注文の発生から

Payups による指値変更までの時間を設定します。 

初期値 ０ 

Allow leg to slip this number of ticks 

スリッページのチック数 

未成立注文発生時、カバー注文の指値変更のチック数を設定しま

す。Trailing Limit を選択する場合は正数の設定のみですが、

Payups の場合は正数、負数いずれも設定できます。 

正数を設定すると指値変更は最良気配値に近づき、負数にすると

最良気配値から遠ざかります。 

初期値 １ 
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パラメータ 説明 

Trailing Limit, same side 

トレイリングリミット、同サイド 

指値変更時に使用されます。未成立注文と同じサイド（売りの場

合には売気配、買いの場合には買気配）の気配変更時にトレイリ

ングリミット注文を発注します。”Monitor DOM volume option”

が選択されていた場合には、気配枚数の条件がマッチしていなけ

ればトレイリング注文は発生しません。 

Trailing Limit, opposite side 

トレイリングリミット、反対サイド 

指値変更時に使用されます。未成立注文と反対のサイド（売りの

場合には買気配、買いの場合には売気配）の気配変更時にトレイ

リングリミット注文を発注します。 ”Monitor DOM volume 

option”が選択されていた場合には、気配枚数の条件がマッチし

ていなければトレイリング注文は発生しません。 

Payups 

ペイアップ 

これを選択すると、Execute incomplete strategy if order is not 

filled in this many seconds で設定した時間が経過した後、Allow 

leg to slip this number of ticks で設定したティック数の指値変

更がなされます。 

Monitor leaning DOM volume to 

determine when to replace order 

オフセットレッグの気配枚数の確認後

に 

注文訂正 

二番目のレッグの気配枚数をチェックするか設定します。未成立

注文の指値変更（ペイアップもしくはトレイリング）がなされる

前に気配枚数のチェックを行います。 

初期値はオフになっています。 

Volume or volume ratio threshold 

枚数ないしは枚数比率の設定 

DOM Volume（気配枚数）が選択されている場合にはその絶対値

を入力し、DOM Volume to relative to order size（気配枚数対発

注枚数）もしくは DOM ratio（気配枚数比率）を選択時には枚数

比率を入力します。 

DOM Volume 

気配枚数 

Monitor leaning DOM volume がオン時に使用できます。1-9999

までの絶対値の入力をします。二番目のレッグ銘柄の気配枚数

（二番目の売注文⇒最良買気配、二番目の買注文⇒最良売気配）

が設定した枚数より少なかった場合、ペイアップもしくはトレイ

リングリミット注文が行われます。 

DOM Volume relative to order size 

気配枚数対発注枚数 

Monitor leaning DOM volume がオン時に使用できます。0.1-

999.9 までの比例値の入力ができます。二番目のレッグ銘柄の気

配枚数（二番目の売注文⇒最良買気配、二番目の買注文⇒最良売

気配）と二番目のレッグの注文枚数の比率が設定した比例値より

少なかった場合、ペイアップもしくはトレイリングリミット注文

が行われます。 
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パラメータ 説明 

DOM ratio between best bid/ask 

最良気配値間の気配枚数比率 

Monitor leaning DOM volume がオン時に使用できます。 

気配枚数にてトリガーされる最良気配比率は枚数比率としての

設定値に使用します。0.1-999.9 までの比例値の入力ができます。 

二番目のレッグ銘柄の気配枚数比率（二番目の売注文⇒最良買気

配 / 最良売気配、二番目の買注文⇒最良売気配 / 最良買気配）

が設定した比例値より少なかった場合、ペイアップもしくはトレ

イリングリミット注文が行われます。 

 

以下状況の際に未成立注文が発生します。 

⚫ 二番目のレッグの価格が一致しなかった場合 

⚫ 一番目のレッグが望ましい価格で約定せず、強制的に二番目のレッグ注文が執行されたとき 

 

未成立注文は市場の特性によって発生する場合もあります。 

⚫ 高いボラティリティ、緩やかな市場の場合。ペイアップなしに希望価格にて約定する確率が高

いため、トレイリングリミット注文が最良かもしません。 

⚫ 高いボラティリティ、動きの早い市場の場合。ペイアップをご選択がいいかもしれません。 

⚫ 低いボラティリティの市場の場合。未成立注文の設定をしないほうがいいかもしれません。希

望価格にて執行される機会が多いからです。 

ボラティリティが比較的少ない市場では Queue holders（予備注文）も有効かもしれません。 
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取引仕様 Trading Preferenceの設定 

 

トレーディングパラメータは一部ストラテジーに適用されますが、通常は取引仕様 Trading Preferences に

てスプレッド取引の設定をします。 

 

このセクションの設定に加えて、一部 Q フォーミュラに適用されるリスクや指値と逆指の設定もできます。

（Add Symbol ボタンをクリックしてください） 

 

仕様を変更するには、Setup ボタンから Trading Preferences をクリックしてください。 
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取引仕様 Trading Preferenceの表示 

 

 

Use native strategy quotes to calculate OTE 

（取引所サポート（ネイティブ）ストラテジーを OTE（評価損益）計算に使用） 

 

ネイティブ･ストラテジーの評価損益に、レッグ価格もしくはネイティブ・ストラテジー価格（取引所にて提

供している場合）の使用の選択します。例えば、レッグ価格－原油 CLEN3（8 月限）と CLEQ3（9 月限）、

もしくはネイティブ・ストラテジー－CLES1N3（8 月 9 月スプレッド）のどちらか選択します。Use native 

strategy（ネイティブ）のボックスをオフにするとレッグ価格データを使用しません。 

Group spread positions by filled spread orders が選択されると、自動的にネイティブ価格が選択されます。 

板画面、注文チケット、注文と建玉の全ての取引設定に反映されます。 

 

Group spread positions by filled spread orders 

（約定済のスプレッド注文をスプレッド建玉へグルーピング化する） 

 

スプレッド建玉計算モードの選択に使用されます － 各レッグの執行によるか、もしくは取引所取引ベース

によるか。 

オンの場合 ネイティブとシンセティックスプレッドの建玉をストラテジーの執行により計算します。（取引

データに基づく） 

例）CLEN3－CLEQ3 のシンセティックの場合 

ポジションとして CLEN3－CLEQ3 というひとつの銘柄表示になる。 

 

例 2）EPW1H3（ ネイティブの E S&P mini 3 月と 6 月スプレッド） 

 

例 3）EPW1H3（ ネイティブの E S&P mini 3 月と 6 月スプレッド）と EPH3-M3 のシンセティック 

各玉ともに決済され未決済建玉の項目には反映されない。 
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オフの場合 ネイティブとシンセティックスプレッドの建玉をアウトライトのレッグ建玉により計算します。

（清算データに基づく） 

例）CLEN3－CLEQ3 のシンセティックの場合 

CLEN3 と CLEQ3 の各レッグの情報が表示 

 

例 2）EPW1H3（ ネイティブの E S&P mini 3 月と 6 月スプレッド） 

EPH3 と EPM3 の各レッグの情報が表示 

 

例 3）EPW1H3（ ネイティブの E S&P mini 3 月と 6 月スプレッド）と EPH3-M3 のシンセティック 

決済されず二つの銘柄が未決済建玉として表示されます 
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Strategy Order ストラテジー設定 

この設定はすべての発注機能に適用されます。 

 

Strategy order cancellation ストラテジー注文のキャンセル 

まず未成立注文の管理に必要なのはキャンセル方法です。 

 

Cancel strategy and incomplete legs では、注文をキャンセルした際には、ストラテジーと未成立注文レッ

グをキャンセルします。この場合、全てをキャンセルしてリスクを回避します。 

Cancel strategy and continue working incomplete legs では、注文をキャンセルした際には、ストラテジー

注文はキャンセルするが、未成立注文レッグをキャンセルしません。 

例えば、10:10 のストラテジー注文を出していて、最初に両方のレッグにて 2 枚約定し、次に第一レッグに

て 6 枚約定、第二レッグでは１枚も約定しなかった場合、6 枚の未成立注文が発生します。このオプション

では、残りのストラテジー注文をキャンセルするが、第二レッグの 6 枚の注文はキャンセルしません。その

後約定する可能性があるからです。 

注文のキャンセルをする代わりに訂正もできます。例えば第一レッグが約定したが、第二レッグが市場が急

激に動いたために約定しなかったとします。第二レッグの注文をドラッグアンドドロップして注文を訂正し、

より約定しやすくなります。 
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Leg order cancellation for a strategy ストラテジーでのレッグ注文キャンセル 

レッグ注文のキャンセル方法を設定します。 

Cancel the incomplete leg and the strategy レッグひとつの注文をキャンセルした際、ストラテジーと未

成立注文レッグをキャンセルします。 

Cancel the leg order and continue working the strategy レッグひとつの注文をキャンセルした際、未成立

注文レッグはキャンセルするが、ストラテジー注文はキャンセルしません。 

  



 

59 

CQG Spreader for Traders 

アイスバーグ注文の有効化 

アイスバーグ注文をスプレッドにて使用する場合には、アイスバーグ･ストラテジー注文を有効化してくださ

い。Trading Preference の Smart Order 画面より有効化できます。 

 

 Add Symbol ボタンより Q フォーミュラで作成された銘柄を指定できます。 

⚫ Enable Iceberg Limits for strategy orders チェックを入れるとアイスバーグが使用できます。 

⚫ 取引所に発注されるワンショットの注文に 4 つのオプションがあります。 

ワンショットの数値を入力します。 

 トータル注文枚数のパーセンテージ（1－100） 

 ワンショットあたりの枚数 

ランダムでの注文枚数 

 発注枚数のパーセンテージの最小％と最大％を指定 

 最小枚数と最大枚数を指定 

初期値はワンショット 1 枚となります。 

⚫ When in Iceberg Mode にチェックを入れると、指定数以下になった場合にアイスバーグ注文で

はなく指値にて一括で注文されます。この設定は確認画面からは設定できません。初期値はオ

ンとなっています。 

⚫ Enable confirmations にチェックを入れなかった場合、確認画面が出ないため、毎回アイスバ

ーグの数値を変更できなくなります。 
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OCO注文の有効化 

スプレッドにて OCO 注文を使用する場合には、OCO･ストラテジー注文を有効化する必要があります。

Trading Preference の Smart Order 画面より有効化できます。 
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スプレッドの取引 

 

スプレッドの設定後、通常取引と同様にスプレッドが取引できます。通常取引につきましては、 

CQG Integrated Client トレーディング ユーザーガイドをご参照ください。 

（http://www.cqg.com/Docs/Trading_UG_JP.pdf） 

 

レッグ取引に使用している取引ウィンドウを通常取引に使用することもできます。原油スプレッドCLE－ET

を例に挙げますと、三つの注文チケット CLE-ET、CLE、ET を開いているとします。CLE と ET はスプレ

ッド注文のレッグを表示していますが、スプレッド取引でない通常の CLE の注文もすることができます。同

様に逆指値をレッグに入れてリスクを軽減することもできます。スプレッドボタンを使用して、スプレッド

以外の注文を表示･非表示することができます。 

  

http://www.cqg.com/Docs/Trading_UG_JP.pdf
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注文チケットからのスプレッド注文 

1. Q 番号もしくはスプレッド計算式を注文チケット上に入力します。入力後、背景色が変わります。 

 

 

2. 注文枚数を入力します。 

3. 執行条件を DAY（当日のみ）にします。その他の執行条件は OCO の発注とアイスバーグの発注を参考

ください。 

4. 発注前に様々な注文訂正をするオプションがあります。 

a. レッグの枚数比率を変更するには、発注枚数比率フィールドに新しい数値を入力してください。 

b. 受付中レッグを変更するには、受付中レッグのメニューの矢印をクリックしレッグを選択して

ください。 

c. 執行条件を変更したい場合には、コンプリートスプレッドメニューから選択してください。 

d. 取引パラメータを変更したい場合には、受付中のレッグメニューかコンプリートスプレッドメ

ニューから Set up parameter を選択してください。 

5. 板画面の価格をクリックします。 

6. Buy か Sell のボタンをクリックして発注をします。 

7. 確認画面の表示をする設定をしている場合には、確認画面がポップアップされるのでパラメータの変更

もしくは確認をして、Place Order をクリックします。 

 

注文が受け付けられると板画面に注文が表示されます。約定もしくはキャンセルがされると、情報がチケッ

トの注文と建玉パーンと注文と建玉ウィンドウに反映されます。  
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オーダーデスクからのスプレッド発注 

1. Q 番号もしくはスプレッド計算式をオーダーデスク上に入力します。入力後、背景色が変わります。 

2. 注文枚数を入力します。 

3. LMT（指値）、Stop (逆指)、Market（成行）から選択します。 

4. 執行条件を DAY（当日のみ）にします。その他の執行条件は OCO の発注とアイスバーグの発注を参考

ください。発注前に様々な注文訂正をするオプションがあります。 

a. レッグの枚数比率を変更するには、発注枚数比率フィールドに新しい数値を入力してください。 

b. 受付中レッグを変更するには、受付中レッグのメニューの矢印をクリックしレッグを選択して

ください。 

c. 執行条件を変更したい場合には、コンプリートスプレッドメニューから選択してください。 

d. 取引パラメータを変更したい場合には、受付中のレッグメニューかコンプリートスプレッドメ

ニューから Set up parameter を選択してください。 

5. 上下の矢印を使用して価格を決定します。 

6. Buy か Sell のボタンをクリックして発注をします。お知らせのメッセージがウィンドウの下に表示され

ます。 

 

 

注文状況が注文と建玉のウィンドウに表示されます。 
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クォートスプレッドシート（QSS）からのスプレッドの発注 

QSS の標準の取引機能に加えて、INCPLT（未成立）フィールドがスプレッド取引にて追加されています。

Pos フィールドにてシンセティックスプレッドの建玉を確認したい場合には、QSS の取引仕様の設定にてこ

のオプションを有効にしてください。 

 

 

1. Q 番号もしくはスプレッド計算式を Symbol フィールドに入力します。 

2. QSS を右クリックします。 

3. Customize Columns（コラムのカスタマイズ）をクリックします。 

4. Select available fields menu from より Orders and Positions を選択します。 

5. 発注用のフィールドを追加します。 

6. OK をクリックします。 

7. MKT（成行）もしくは Bid（買気配）と Ask（売気配）の価格ボタンを使用して発注をします。 
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板画面からのスプレッドの発注 

 

1. Q 番号もしくはスプレッド計算式を板画面上に入力します。すると背景色が変わります。 

2. 注文枚数を入力します。 

3. 執行条件を DAY（当日のみ）にします。その他の執行条件は OCO の発注とアイスバーグの発注を語お

参考ください） 

4. 発注前に様々な注文訂正をするオプションがあります。 

a. レッグの枚数比率を変更するには、発注枚数比率フィールドに新しい数値を入力してください。 

b. 受付中レッグを変更するには、受付中レッグのメニューの矢印をクリックしレッグを選択してくだ

さい。 

c. 執行条件を変更したい場合には、コンプリートスプレッドメニューから選択してください。 

d. 取引パラメータを変更したい場合には、受付中のレッグメニューかコンプリートスプレッドメニュ

ーから Set up parameter を選択してください。 

5. 発注をしたい価格の買・売コラムをクリックして発注をします。 

6. 確認画面の表示をする設定をしている場合には、確認画面がポップアップされるのでパラメータの変更

もしくは確認をして、Place Order をクリックします。 

 

注文が取引所から受け付けられると板画面に注文が表示されます。約定もしくはキャンセルがされると、情

報がチケットの注文と建玉パーンと注文と建玉ウィンドウに反映されます。 
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OCOの発注 

1. スペシャル注文ボタンをクリックします。 

  

2. 発注をします。（この例では、指値と逆指値です） 

  

3. スペシャルボタンをクリックします。 

4. ふたつの注文の確認をします。 

5. ひとつの注文が約定するともう一方の注文はキャンセルされます。下図は Fill Report（約定レポート）

のステータスです。 
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アイスバーグ注文の発注 

この説明では板画面が使用されていますが、どの取引ウィンドウからもアイスバーグの発注ができます。 

 

1. Q 番号もしくはスプレッド計算式を板上に入力します。すると背景色が変わります。 

2. 注文枚数を入力します。 

3. 執行条件を ICBG strategy（二つのレッグがアイスバーグ）もしくは ICBG leg にします。 

4.  発注前に様々な変更をするオプションがあります。 

a. レッグの枚数比率を変更するには、発注枚数比率フィールドに新しい数値を入力してください。 

b. 受付中レッグを変更するには、受付中レッグのメニューの矢印をクリックしレッグを選択してくだ

さい。 

c. 執行条件を変更したい場合には、コンプリートスプレッドメニューから選択してください。 

d. 取引パラメータを変更したい場合には、受付中のレッグメニューかコンプリートスプレッドメニュ

ーから Set up parameter を選択してください。 

5. 板画面の価格をクリックします。 

6. 発注をしたい価格の買・売コラムをクリックして発注をします。 

7. 確認画面を出す設定をしている場合には、確認画面が表示されるので、パラメータの変更か確認をして、

Place Order をクリックします。 

 

 

 

注文が受け付けられると板画面に注文が表示されます。約定もしくはキャンセルがされると、情報がチケッ

トの注文と建玉パーンと注文と建玉ウィンドウに反映されます。 
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スプレッド注文の確認 

発注後、取引所から受付をされた注文は板画面と注文と建玉ウィンドウに表示されます。 

スプレッドー注文アイコン（S マークがスプレッド、L マークがスプレッドレッグ）にマウスを重ねると注文

情報が確認できます。 

 

 

スプレッドボタンをクリックして各レッグのスプレッドではない注文を表示･非表示にできます。 
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Fill Report約定レポートの確認 

注文が約定する毎、約定レポートを受け取る形となります。（非表示設定もできます）約定はスプレッドの色

毎に色分けされています。複数の注文が約定すると下図のようになります。 

 

 

取引アプリケーションのツールバーの Fill Report ボタンをクリックすることにより約定レポートを開くこ

とができます。More ボタンからも開くことができます。 
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下図は小数点を含む枚数比率の設定例となります。 

 

 

この例では SPREAD(1.6*FVAU2-USAU2, , ,1.6:1)となり、16：10 にて約定をしています。 
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スナイパーモード 

スナイパーモードとはスプレッドストラテジーを取引し、各レッグの（取引所の）板に注文を表示させたく

ないときに使用されます。 

スナイパーモードには利点があります。 

➢ 取引所に対してのメッセージ数が劇的に減ります。受付中レッグ注文（ワーキングレッグ）の訂正

をすることなく対応ができます。 

➢ もっとも有利な注文執行の可能性です。未成立注文の可能性が減ります。 

➢ 注文枚数を板に出さないため、他のトレーダーに注文を悟られません。 

➢ アイスバーグ注文と同時に使用すると効率的です。 

 

スナイパーモードにて発注された場合、スプレッドサーバがストラテジーの各レッグ銘柄のマーケットデー

タを取得し、スプレッド注文はスプレッダーサーバ内にて管理されます。 

スプレッド注文が各レッグ銘柄にて執行・約定できるタイミングで、スプレッドサーバが各レッグ注文を取

引所に発注します。 

 

スナイパーモードの使用方法 

1. Q 番号もしくはスプレッド計算式を注文チケット上に入力します。 

2. すべての受付中レッグ（ワーキングレッグ）を外します。どのレッグにもチェックマークがない形とな

ります。 
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3. どのレッグも取引所へ発注されず受付中レッグ（ワーキングレッグ）がない場合、スナイパーモードの

アイコンが表示されます。 

  

4. どのレッグ銘柄も取引所が注文を受け付けていないことがわかります。 

 

5. 約定をすると、約定レポートにスナイパーアイコンが表示されます。 
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スプレッドの管理 

 

スプレッド注文は通常注文と同様に管理されます。またどの取引ウィンドウからも訂正･キャンセルができま

す。通常の取引につきましては、CQG Integrated Client トレーディング ユーザーガイドをご参照ください。

（http://www.cqg.com/Docs/Trading_UG_JP.pdf） 

スプレッド注文は未成立注文の発生の可能性があるため、スプレッド注文は通常の訂正･キャンセル以上の管

理が必要です。CQGでは未成立注文への様々な管理方法をご提供します。 

 

未成立注文が発生した場合、Strategy Managerの Incomplete ウィンドウとクォートスプレッドシート（QSS）

にて管理ができます。 

設定以上の約定が発生する可能性もございます。アグレッシブに複数レッグ注文を取引所に発注するのも利

点がありますが、市場にて価格が大きく動いた際には大変高い可能性にて過約定が発生します。 

  

http://www.cqg.com/Docs/Trading_UG_JP.pdf
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ストラテジーマネージャーの使用 

注文と建玉のウィンドウにてストラテジーマネージャーが使用できます。スプレッド注文の表示にストラテ

ジーマネージャータブをクリックします。 

 

 

ストラテジーマネージャーは通常のタブと同様に Working(受付中注文)、Cancelled（キャンセル済）、

Excepted(例外)、All（全て）があり、また Incomplete（未成立注文）のタブがあります。未成立注文が発生

した場合には、Incomplete タブが光ります。注文と建玉のウィンドウを開くと、未成立注文が発生時にこの

ウィンドウにフォーカスされます。また音を鳴らしてお知らせもできます。これは Notification の設定にて

対応します。 

未成立注文の対応の設定をすると、その設定に沿ってシステムは動きます。設定をしなかった場合には、ユ

ーザー自身が管理をする形となります。 

また前日比とイールドデータを注文と建玉のウィンドウに追加することができます。 

左側にある矢印ボタンをクリックすると、スプレッドのレッグ情報を表示･非表示できます。スプレッドのカ

ラーに合わせてアイコンが色付けされ、S（スプレッド）と L（レッグ）のマークがあります。 
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マウスをアイコン上に置くと情報が表示されます。 
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QSSクォートスプレッドシートの使用 

QSS を使用して取引をしていなくとも、QSS は未成立注文を管理するのに大変便利です。QSS を親ウィン

ドウにして発注ウィンドウとリンクをさせます。未成立注文が発生した際に、QSS上の INCPLT フィールド

をクリックすると未成立のレッグの取引ウィンドウが開きます。 

 


